
そ
こ
か
ら
東
南
へ
1.6
㎞
、
ピ
ン
ポ
ン

寺
徳
蔵
寺
へ
。
絵
本
「
洪
水
の
夜
」

に
も
な
っ
て
い
る
源
田
晃
澄
師
の
体

験
談
と
石
碑
に
刻
む
犠
牲
者
の
名
前

を
今
も
探
し
て
い
る
と
い
う
供
養
の

来
し
方
を
拝
聴
す
る
。（
本
紙
65
号

の
源
田
晃
澄
師
講
演
会
参
照
）

　

五
百
羅
漢
堂
等
境
内
を
拝
観
後
、

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
迄
戻
り
、
暖
か
い

陽
射
し
の
下
で
昼
食
。
そ
の
後
3
階

ふ
れ
あ
い
館
「
せ
ら
ら
」
に
て
渡
良

瀬
川
の
詳
細
な
解
説
資
料
を
見
学
。

P
C
で
川
ク
イ
ズ
も
あ
り
楽
し
い
所
。

　

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
委
員
長
の

渡
良
瀬
川
と
市
の
関
わ
り
資
料
の
他

に
、
河
川
事
務
所
発
行
の
参
考
資
料

が
頂
け
て
、
学
習
ハ
イ
ク
と
な
っ
た
。

　
　

11
月
21
日
東
京
如
水
会
館
に
て
優

秀
回
収
協
力
団
体
と
し
て
表
彰
さ

れ
、
記
念
品
と
し
て
5
万
円
を
授
与

さ
れ
た
。
14
年
続
け
て
い
る
活
動
の

ご
褒
美
。
推
薦
者
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
に
感
謝
。

  

国
内
リ
サ
イ
ク
ル
物
の
中
で
ア
ル

ミ
缶
は
抜
群
の
実
績
で
、
ア
ル
ミ
缶

回
収
率
99.8
%
、
内
、
缶
へ
の
再
生
率

は
75
%
と
い
う
。

　

又
、
回
収
缶
か
ら
缶
製
造
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
原
石
精
錬
か
ら
缶
製
造

11
月
最
終
日
曜
日
、
田
中
町
連
合

自
治
会
館
を
発
着
の
起
点
と
し
て
、

恒
例
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
し
た
。
今
回
は
昭
和
22
年
9
月
15

日
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
被
害
に
焦
点

を
当
て
た
。

　

ま
ず
、
旧
十
念
寺
堤
近
傍
の
堤
防

上
の
お
地
蔵
様
と
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー

「
清
流
渡
良
瀬
21
」
を
訪
ね
る
。
国
交

省
渡
良
瀬
河
川
事
務
所
の
資
料
も
参

考
と
し
な
が
ら
、
大
災
害
と
そ
の
後

の
関
係
者
の
尊
い
発
願
と
供
養
の
歴

史
を
刻
ま
せ
て
頂
く
。

ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
3
%
で
済

む
と
い
う
。

す
ご
い
省

エ
ネ
物
だ
。

こ
れ
か
ら

も
リ
サ
イ

ク
ル
活
動

へ
の
ご
協

力
を
お
願

い
致
し
ま

す
。

足
利
市
社
会
福
祉
施
設
代
表
者

協
議
会
の
職
員
研
修

　
「
福
祉
制
度
の
狭
間
に
あ
る
人
々

　
　

を
支
え
る
取
組
を
、
実
践
者
か

　
　
　

ら
学
ぶ
」
に
て
報
告
。

9
月
19
日
開
催
さ
れ
、
実
践
報
告

と
し
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
足
利
の
高
沢

友
佳
里
氏
、
渡
良
瀬
会
こ
ど
も
食
堂

実
践
の
矢
澤
博
司
氏
、
高
齢
者
へ
の
配

食
と
見
守
り
活
動
で
当
社
協
事
務
局

長
樋
口
茂
延
の
3
氏
、
続
け
て
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ス
の
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
は

東
京
福
祉
大
学
准
教
授
北
爪
克
洋
氏

が
。「
自
分
達
の
世
界
の
隣
を
も
っ
と

見
て
行
こ
う
」
が
主
旨
の
会
。

　

ブ
リ
キ
の
衣
装
ケ
ー
ス
は
半
年
前

の
冬
を
連
れ
て
き
た
。

　

エ
ビ
ス
講
の
夕
方
。
樟
脳
の
匂
い

と
丈
の
短
く
な
っ
た
オ
ー
バ
ー
を
着

た
ま
ま
、
父
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。

暗
い
参
道
の
両
側
に
並
ぶ
店
、
シ
ャ

ラ
シ
ャ
ラ
と
鳴
る
お
た
か
ら
の
音
。

綿
菓
子
と
ソ
ー
ス
の
匂
い
。
白
衣
の

傷
病
軍
人
、
も
の
悲
し
い
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
の
調
べ
、
沢
山
の
人
の
波
、

冬
が
始
ま
る
・
・
・

　

乾
い
た
落
葉
の
匂
い
、
焚
き
火

こ
こ
で
は
焼
き
芋
も
し
て
る
の
か
、

甘
い
香
り
も
ま
ざ
っ
て
い
る
。

　

小
学
校
の
大
掃
除
の
橙
色
の
ワ
ッ

ク
ス
の
匂
い
、
図
工
の
版
画
の
イ
ン

ク
の
匂
い
、
今
で
は
懐
か
し
い
。

　

バ
タ
ー
ク
リ
ー
ム
の
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
、
夜
中
に
こ
っ
そ
り
箱
を
開

け
て
、
バ
ラ
花
の
下
を
ペ
ロ
リ
味
見

し
た
あ
の
甘
い
思
い
出
。

　

餅
が
焼
け
る
匂
い
、
黒
豆
を
炊
く

正
月
準
備
の
匂
い
、
今
で
も
ワ
ク
ワ

ク
す
る
。

　

た
だ
い
ま
。
帰
宅
し
た
私
を
迎
え

る
母
と
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
匂
い
、
顔

を
埋
め
た
マ
フ
ラ
ー
の
匂
い
・
・
・

　

や
が
て
続
い
て
く
る
水
仙
・
梅
・

ヒ
ア
シ
ン
ス
の
花
の
匂
い
へ
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
で
、
春
が
来
る
と
と
も
に

私
は
進
級
す
る
。

八
幡
ま
る
子
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表彰状と記念品 頂いて、
            「ありがとうございます」

表
彰
を
受
け
る
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ア
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会
よ
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寺
徳
蔵
寺
へ
。
絵
本
「
洪
水
の
夜
」

に
も
な
っ
て
い
る
源
田
晃
澄
師
の
体

験
談
と
石
碑
に
刻
む
犠
牲
者
の
名
前

を
今
も
探
し
て
い
る
と
い
う
供
養
の

来
し
方
を
拝
聴
す
る
。（
本

11
月
最
終
日
曜
日
、
田
中
町
連
合

自
治
会
館
を
発
着
の
起
点
と
し
て
、
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